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会
の
関
野
掲
司
会
長
が
「
地

域
で
取
り
組
む
持
続
可
能
な

農
業
・
農
村
づ
く
り
」
に
つ

い
て
発
表
。
地
域
に
根
ざ
し

た
委
員
の
活
動
例
と
し
て
、

「
農
業
お
助
け
隊
」
を
結
成

し
た
吉
津
地
区
｢

農
地
管
理

協
議
会
」
を
立
ち
上
げ
た
日

置
地
区
、
毎
月
の
農
談
会
か

ら
移
住
者
受
け
入
れ
体
制
を

整
備
し
た
日
ヶ
谷
地
区
の
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
た
。

場
で
活
動
し
て
地
域
農
業
を

牽け
ん

引い
ん

す
る
農
業
委
員
へ
の
期

待
な
ど
を
熱
く
語
っ
た
。

ま
た
、
宮
津
市
農
業
委
員

告
お
よ
び
収
支
決
算
の
承

認
、
理
事
２
人
の
補
充
選
任

な
ど
、
す
べ
て
の
議
案
が
異

議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

総
会
後
の
研
修
会
に
は
、

約
60
人
が
参
加
し
、
講
師
の

長
野
市
農
業
委
員
会
・
青
木

保
会
長
が
「
地
域
計
画
へ
の

期
待
・
実
践
を
通
じ
て
思
う

こ
と｣
と
題
し
て
講
演
し
た


青
木
会
長
は
、
地
域
ぐ
る
み

で
基
盤
整
備
を
進
め
て
農
作

業
を
効
率
化
し
、
新
規
就
農

や
親
元
就
農
の
担
い
手
を
増

や
し
て
果
樹
産
地
の
復
活
に

つ
な
げ
た
取
り
組
み
や
、
現

修
会
」
を
開
催
し
た
。

総
会
に
は
、
書
面
で
議
決

権
を
行
使
し
た
会
員
を
含
め

全
会
員
（
70
人
）
が
出
席
。

令
和
６
（

）
年
度
事
業
報

京
都
府
農
業
会
議
は
、
６

月
25
日
、
京
都
Ｊ
Ａ
ビ
ル
で

第
１
２
６
回
総
会
と
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
度
「
農
業

委
員
会
会
長
・
事
務
局
長
研

財
務
分
析
・
販
売
戦
略
な
ど

経
営
者
に
不
可
欠
な
能
力
を

鍛
え
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す
る
経
営

者
の
仲
間
づ
く
り
が
で
き

る
。経

営
塾
の
参
加
費
は
１
人

３
万
円
。
受
講
の
問
い
合
わ

せ
・
申
込
先
は
、
府
農
業
会

議
（
京
都
農
人
材
育
成
セ
ン

タ
ー
）
☎
０
７
５
・
４
１
７

・
６
８
４
７
ま
で
。

塾
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ
や
個
別
相
談
で
専
門

家
や
先
輩
農
業
者
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
経
営

理
念
や
具
体
的
な
経
営
計
画

を
作
成
す
る
。
人
材
育
成
・

京
都
府
農
業
会
議
は
、
次

世
代
の
農
業
経
営
者
を
育
成

す
る
「
京
都
農
業
経
営
塾
」

（
８
月
開
講
、
全
８
回
＋
個

別
相
談
会
）
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
る
。

会
長
、
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し
ろ

理
事
な
ど
を
歴
任
。
認
定
農

業
者
の
京
都
府
指
導
農
業
士

と
し
て
新
規
就
農
者
の
育
成

に
尽
力
し
、
地
域
で
指
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

（
城
陽
市
農
業
委
員
会
）

着
実
に
進
め
て
い
る
。

農
業
委
員
と
し
て
22
年

（
う
ち
会
長
と
し
て
10
年
）

以
上
活
動
し
、
農
林
水
産
大

臣
表
彰
を
受
賞
し
た
ほ
か
、

地
域
の
農
業
法
人
代
表
、
京

都
府
花
き
生
産
組
合
連
合
会

城
陽
市
農
業
委
員
会
の
谷

則
男
会
長
が
、
今
春
、
黄
綬

褒
章
を
受
章
し
た
。

１
９
８
４
年
に
就
農
し
た

谷
会
長
は
、
現
在
、
年
間
約

６
０
０
種
類
（
約
48
万
株
）

の
花
苗
と
野
菜
苗
、
湧
水
花

き
（
花
ハ
ス
）
を
栽
培
す

る
。
独
自
配
合
し
た
培
土
を

使
用
し
、
温
度
と
湿
度
の
管

理
を
徹
底
し
て
発
芽
率
を
高

め
る
な
ど
栽
培
技
術
を
磨

き
、
各
品
目
の
栽
培
管
理
を

統
一
し
た
。

約
20
年
前
か
ら
カ
タ
ロ
グ

通
販
に
取
り
組
み
、
注
文
後

す
ぐ
に
顧
客
の
も
と
へ
苗
を

届
け
る
体
制
を
確
立
。
作
業

の
省
力
化
や
コ
ス
ト
削
減
も

り
収
穫
適
期
が

長
く
、
ウ
イ
ル

ス
抵
抗
性
を
持

つ
新
品
種
を
開

発
。
昨
年
、
生

産
者
の
ほ
場
２

カ
所
（
計
２

㌶
）
で
試
験
栽
培
を

行
い
、
良
好
な
生
育

状
況
を
確
認
し
た
。

食
味
の
良
さ
や
濃
い

緑
色
で
ボ
リ
ュ
ー
ム

感
の
あ
る
莢
が
特
徴

の
新
品
種
は
、
今
年

か
ら
本
格
的
に
栽
培

が
始
ま
っ
て
お
り
、

夏
に
は
消
費
者
の
食

卓
に
並
ぶ
予
定
だ
。

同
セ
ン
タ
ー
で

は
、
開
花
後
の
積
算

温
度
を
基
に
収
穫
時

期
を
予
測
す
る
「
収

穫
予
測
式
」
の
開
発

も
進
め
て
い
る
。
土

壌
水
分
な
ど
環
境
要

因
を
分
析
す
る
こ
と

で
予
測
精
度
を
高

め
、
来
年
度
か
ら
多

く
の
生
産
者
に
利
用

し
て
も
ら
う
こ
と
を

め
ざ
し
て
い
る
。

新
品
種
の
普
及
と

収
穫
予
測
の
精
度
向

上
で
、
枝
豆
の
生
産
安
定
と

品
質
向
上
に
つ
な
が
る
と
期

待
さ
れ
る
。

「
京

夏な
つ

ず
き
ん
」
は
、

丹
波
黒
大
豆
系
の
枝
豆
で
、

８
月
に
収
穫
で
き
る
早
生
品

種
だ
が
、
収
穫
適
期
が
短
い

た
め
、
大
規
模
に
栽
培
す
る

と
収
穫
作
業
が
間
に
合
わ

ず
、
莢さ

や

の
黄
化
に
よ
る
品
質

低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い

た
。そ

こ
で
、
生
物
資
源
研
究

セ
ン
タ
ー
は
、
従
来
品
種
よ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
る
。
◆
地
域
計
画
の
源
流

は
、
50
年
前
、
農
振
法
の
改

正
（
農
用
地
利
用
増
進
事
業

の
創
設
）
で
「
集
落
で
合
意

し
た
計
画
」
を
「
市
町
村
の

計
画
」
と
し
て
位
置
づ
け
た

こ
と
に
あ
る
。
今
こ
そ
原
点

に
立
ち
返
り
、
地
域
計
画
と

農
振
計
画
の
一
体
的
運
用
が

求
め
ら
れ
る
。
各
市
町
村
が

現
場
で
知
恵
と
工
夫
を
発
揮

し
て
ほ
し
い
。（

一
念
通
天
）

に
取
り
組
む
範
囲
（
農
用
地

区
域
）
」
と
そ
の
整
備
計
画

を
定
め
た
計
画
で
あ
る
。
◆

い
ず
れ
も
、
地
域
の
農
業
者

が
農
地
を
利
用
す
る
た
め
の

計
画
で
あ
り
、
「
守
る
べ
き

農
地
」
の
範
囲
は
一
致
す
る

は
ず
だ
。
地
域
計
画
の
目
標

地
図
と
農
振
農
用
地
区
域
内

の
農
地
が
重
な
る
と
、
地
域

計
画
の
定
期
的
な
見
直
し
に

併
せ
て
、
農
振
計
画
の
農
用

地
区
域
を
点
検
し
、
二
つ
の

計
画
を
同
時
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

◆
地
域
計
画
は
、
農
業
者

の
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
地

域
農
業
の
将
来
像
を
描
き
、

守
り
た
い
農
地
の
範
囲
と
今

後
の
利
用
者
を
目
標
地
図
に

表
示
し
た
市
町
村
の
計
画

だ
。
一
方
、
農
振
計
画
（
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
）

は
、
市
町
村
が
「
農
業
振
興

ど
の
問
題
を
解
決
し
て
良
い
苗
を

作
る
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
が
、

面
白
く
や
り
が
い
が
あ
る
仕
事
で

す
」
と
語
る
山
口
さ
ん
。

「
今
後
も
、
新
し
い
こ
と
に
挑

戦
し
、
将
来
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

（
久
御
山
町
農
業
委
員
会
）

久
御
山
町
で
伝
統
の
野
菜
苗

（
淀
苗
）
を
中
心
に
生
産
す
る
山

口
智と

も

己き

さ
ん
（
31
）
。
京
都
府
立

農
業
大
学
校
を
卒
業
し
、
大
手
育

苗
会
社
に
就
職
し
て
経
験
を
積
ん

だ
後
、
24
歳
で
実
家
に
戻
り
、
育

苗
方
法
の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
。

具
体
的
に
は
、
苗
床
に
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
を
敷

き
、
そ
の
上
に

お
湯
が
流
れ
る

配
管
を
設
置
し

て
、
均
等
に
苗

床
を
温
め
る
環

境
を
整
備
。
さ

ら
に
、
一
度
に

多
く
の
苗
を
扱

え
る
よ
う
に
、

播
種
か
ら
接
ぎ

木
ま
で
の
工
程

を
従
来
の
ポ
ッ

ト
か
ら
セ
ル
ト

レ
イ
に
変
更

し
、
作
業
効
率

が
大
幅
に
向
上

し
た
。

「
病
害
虫
な

久御山町 山口智己さん

伝
統
の
淀
苗
づ
く
り

地
域
計
画
と
農
振
計
画
の
一
体
的
な
運
用
を

そ
ん
な
女
性
が
関
わ

る
こ
と
で
、
営
農
を
続

け
ら
れ
る
農
家
が
増

え
、
地
域
に
新
し
い
発

想
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
が
い
る
家
庭
で

は
、
母
親
が
田
畑
に
行

く
こ
と
で
、
子
ど
も
に

と
っ
て
田
畑
が
身
近
に

な
り
、
将
来
的
に
農
業

に
関
心
を
持
つ
人
の
幅

が
広
が
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

残
り
１
年
あ
る
農
業

委
員
の
任
期
中
に
、
女

性
や
子
ど
も
を
対
象
に

「
田
畑
に
行
く
っ
て
楽

し
い
な
」
と
思
っ
て
も
ら
え

る
企
画
を
実
現
し
よ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

（
亀
岡
市
農
業
委
員
会
・

中
澤
加
寿
子
委
員
）

が
な
か
っ
た
女
性
」
の
た
め

に
気
軽
に
農
業
に
関
わ
っ
て

も
ら
う
仕
組
み
を
、
地
域
に

作
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
期
か
ら
農
業
委
員
に
な

っ
て
２
年
が
経
過
し
、
深
刻

な
担
い
手
不
足
を
実
感
す
る

中
で
、
私
は
、
「
農
業
に
興

味
は
あ
る
が
体
験
す
る
機
会

女
性
が
農
業
に
関
わ
る
機
会
を
創
り
た
い


「妻や家族の協力に感謝しています」

と語る谷則男さんと妻の恵子さん

収穫を楽しみにブドウの摘粒作業をする

中澤委員

伝
統
の
淀
苗
を
Ｐ
Ｒ
す
る
山
口
さ
ん

2025
年
度

京
都
農
業
経
営
塾

８
月
７
日
開
講

受
講
生
を
募
集
中

黄
綬
褒
章
を
受
章

城
陽
市
農
業
委
員
会

谷

則
男

会
長

現地試験の生育状況を確認

生
物
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

収穫適期が長い新品種の｢京 夏ずきん｣を開発

長野市農業委員会･青木会長の講演

新品種は莢が厚く、従来品種より莢の黄化が５日程度遅い

京 都 府
農業会議

第

回
総
会
農
業
委
員
会
会
長･

事
務
局
長
研
修
会
を
開
催

京都 ８年(令和7年)()全 国 農 業 新 聞月４回金曜日発行 定価１か月700円(年間8,400円)送料共（第３種郵便物認可）


